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政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

 

一
、
特
定
国
立
大
学
法
人
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
恣
意
的
な
運
用
を
防
ぐ
た
め
、
理
事
の
員
数
以
外
に
、
指
標
と
な
る
客
観
的

・
具
体
的
基
準
を
設
定
し
た
上
で
、
公
正
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
指
定
に
至
る
過
程
を
公
開
す
る
こ
と
。 

 

二
、
新
設
さ
れ
る
運
営
方
針
会
議
に
つ
い
て
、
学
長
選
考
・
監
察
会
議
や
経
営
協
議
会
な
ど
の
既
存
の
組
織
と
の
役
割
の
違
い

や
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
、
現
場
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
国
立
大
学
の
競
争
力
強
化
に
資
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

体
制
と
な
る
よ
う
、
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

 

三
、
運
営
方
針
会
議
の
審
議
事
項
が
、
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
の
内
容
や
方
法
な
ど
の
マ
イ
ク
ロ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
わ
た

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
運
用
す
る
と
と
も
に
、
教
育
・
研
究
分
野
に
係
る
組
織
の
再
編
に
関
わ
る
審
議
に
当
た
っ
て
は
、
現

場
の
教
職
員
や
学
生
等
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
議
事
録
を
公
開
す
る
な
ど
、
審
議
に
お

け
る
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。 

 

四
、
運
営
方
針
会
議
が
国
立
大
学
法
人
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
組
織
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

運
営
方
針
委
員
の
選
任
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
始
め
と
す
る
委
員
の
構
成
の
多
様
性
に
留
意
し
、
そ
の
選
定

過
程
の
透
明
性
・
公
正
性
が
担
保
さ
れ
る
選
任
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
政
府
職
員
の
新
た
な
天
下



り
先
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。 

 
五
、
学
外
者
を
運
営
方
針
委
員
と
し
て
選
任
す
る
際
に
は
、
運
営
方
針
委
員
が
、
高
度
な
専
門
性
の
み
な
ら
ず
、
大
学
の
自
治

や
学
問
の
自
由
に
対
す
る
理
解
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
経
営
面
が
過
度
に
重
視
さ
れ
、
大
学
に
お
け

る
教
育
研
究
活
動
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
。 

 

六
、
運
営
方
針
委
員
の
任
命
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
の
承
認
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
大
学
の
自
治
を
尊
重
す
る
た

め
の
制
度
的
担
保
の
重
要
性
に
鑑
み
、
当
該
国
立
大
学
法
人
か
ら
の
申
出
に
基
づ
い
た
者
に
つ
い
て
承
認
す
る
こ
と
と
し
、

例
え
ば
、
過
去
に
政
府
の
意
に
沿
わ
な
い
言
動
が
あ
っ
た
者
等
に
つ
い
て
、
言
論
活
動
や
思
想
信
条
を
理
由
に
恣
意
的
に
承

認
を
拒
否
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
大
学
の
自
主
性
・
自
律
性
に
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
。
万
一
、
承
認
を
拒
否
す
る
場
合

に
は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
当
該
国
立
大
学
法
人
及
び
広
く
国
民
に
対
し
、
丁
寧
に
説
明
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

七
、
運
営
方
針
委
員
及
び
学
長
が
忠
実
義
務
や
損
害
賠
償
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
の
趣
旨
を
周
知
す
る
こ
と
。 

 

八
、
長
期
借
入
金
等
の
対
象
拡
大
及
び
土
地
等
の
貸
付
け
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
規
模
、
立
地
、
信
用
力
の
違
い

に
よ
っ
て
、
国
立
大
学
法
人
間
で
の
資
金
面
に
お
け
る
格
差
が
必
要
以
上
に
広
が
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
に
留
意
す
る
こ

と
。
ま
た
、
長
期
借
入
金
の
借
入
れ
等
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
効
果
及
び
リ
ス
ク
を
適
切
に
評
価
し
、
国
立
大
学
法
人
と
し

て
の
財
務
状
況
の
健
全
性
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、
土
地
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
不
適
切
な
利

用
に
よ
る
土
地
の
占
有
が
長
期
化
し
な
い
こ
と
、
大
学
に
お
け
る
輸
出
管
理
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
を
文
部
科
学
大
臣

の
認
可
の
際
に
確
認
す
る
こ
と
。 



 

九
、
国
立
大
学
法
人
に
特
定
、
準
特
定
、
そ
の
他
の
大
学
等
、
新
た
な
区
分
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
立
大
学
法
人

間
の
分
断
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
。
特
に
、
運
営
方
針
会
議
の
設
置
の
有
無
に
よ
っ
て
、
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
等

の
基
盤
的
経
費
の
配
分
に
差
を
設
け
る
な
ど
の
取
扱
い
は
行
わ
な
い
こ
と
。 

 

十
、
国
立
大
学
法
人
全
体
の
自
主
性
・
自
律
性
の
更
な
る
向
上
及
び
競
争
力
強
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
国
立
大
学
法
人
の
運
営

に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
本
法
で
措
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
資
金
調
達
方
法
の
拡
大
等
の
た
め
の
規
制
緩
和
に

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
更
な
る
収
益
力
の
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。
ま
た
、
大
学
等
の
教
育
機
関
へ
の
寄
附
を
促

進
す
る
た
め
、
寄
附
文
化
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
税
制
の
見
直
し
等
の
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
。 

 

十
一
、
高
等
教
育
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
大
学
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
国
際
卓
越
研
究
大
学
に
対
す
る
助
成
の
み
な
ら

ず
、
基
礎
研
究
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で
措
置
さ
れ
て
き
た
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
等
の

基
盤
的
経
費
が
確
実
に
措
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
競
争
的
研
究
費
を
含
む
大
学
へ
の
資
金
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
大
学
の
長
期
的
、
安
定
的
な
運
営
及
び
研
究
基
盤
構
築
の
た
め
の
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

十
二
、
国
際
卓
越
研
究
大
学
の
目
的
で
あ
る
世
界
最
高
水
準
の
研
究
大
学
の
実
現
を
図
る
た
め
、
明
確
な
数
値
目
標
を
設
定
す

る
な
ど
、
我
が
国
の
大
学
に
お
け
る
国
際
競
争
力
強
化
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
、
可
視

化
を
図
る
こ
と
。 

 

十
三
、
国
立
大
学
法
人
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
国
立
大
学
法
人
東
京
工
業
大
学
の
統
合
に
よ
る
国
立
大
学
法
人
東
京
科
学
大
学



の
新
設
に
当
た
っ
て
は
、
統
合
に
伴
う
負
の
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
効
果
を
最
大
化
で
き
る
よ
う
、

在
籍
す
る
学
生
や
研
究
者
、
受
験
生
な
ど
の
関
係
者
へ
の
情
報
提
供
を
適
時
適
切
に
行
う
こ
と
。 

 

十
四
、
我
が
国
の
研
究
力
の
強
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
研
究
人
材
の
育
成
を
図
る
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
。
特
に
、
研
究
人
材

の
門
戸
を
広
げ
る
た
め
、
高
等
学
校
段
階
に
お
い
て
文
系
・
理
系
の
選
択
が
迫
ら
れ
る
現
状
を
改
善
し
、
文
理
融
合
に
向
け

た
総
合
的
な
教
育
課
程
の
編
成
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
様
性
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
理
系
分
野
の
学
生
、
研
究

者
等
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
向
上
さ
せ
る
取
組
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。 

 

十
五
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
大
学
の
地
域
間
格
差
を
考
慮
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
世
界
的
・
地
域
的
な
課
題
解
決
や
最
先
端

研
究
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
多
様
な
大
学
を
支
援
し
、
高
等
教
育
全
体
の
規
模
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
。 

 

十
六
、
文
部
科
学
省
は
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
法
令
の
制
定
・
改
廃
及
び
そ
の
経
緯
等
に
係
る
公
文

書
を
適
切
に
作
成
・
整
理
・
保
存
す
る
等
に
よ
り
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 

 

 


